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除雪に追われる日々もようやく終わりを迎え始め、寒さが和らぐ季節となってきました。今号は、ボランティア･市民活動
センターが2012年度後期に実施した主な事業を中心に掲載し、来年度の予定も含め発行します。

指 定 地 域 福 祉 教 育 懇 談 会 2012.12.１(土)

小樽市内では、末広中学校(第31期)、花園小学校･緑小学校･稲穂小学校(第32期)、天神小学校(第33期)が、北海道
社会福祉協議会の｢学童･生徒のボランティア活動普及事業協力校｣の指定を受けて活動しています。

今回は５校の地域の町会や老人クラブ、民生委員、教育関係者や各学校の活動に関わっている機関、ボラン
ティアなどにお集まりいただき、子どもたちの発表、地域別懇談、まとめの全体会を開催し、資料で情報の共
有を図りました。子どもたちの発表は、どの学校も工夫がこらされており、子どもたちの気持ちが伝わってく
るものでした。また、子どもたち自身も他校の発表に刺激を受け、来年度に向けていろいろと考えるところも
あったようです。地域別懇談では、学校と地域との対話の機会が普段なかなか持つことができない中、「地域
の子どもは地域で見守っていきたい」などとの発言が聞かれ、今後の連携に向けよい機会になったのではない
かと思います。

前北海道社会福祉協議会福祉教育専門委員会委員である川本俊憲講師(小規模多機能型居宅介護センター支心所長)は、
「『学校だけ』『地域だけ』『行政だけ』ではなくみんなが同じことを考えながら、自分たちの気持ちを伝え
ることがボランティア活動なのだろうと思う」｢子ども達の熱意と町内の前向きな気持ちにもとても感謝して
いる｣｢今行っている活動は、経験として必ず残り、今後も更に深める努力をしながら、小樽全体、北海道全体
がよい方向に進むように力を貸してほしい｣などと自身のボランティア体験を交えた子どもたちの心に響くお
話をしてくださいました。

会場では、小樽市内で取り組まれた福祉教育紹介パネルの展示も実施しました。 参加者：108名

高齢者や障がい者等の支援と環境に優しいカレンダーリサイクル活動
回収･配布期間：2012.12.１(土)～2013.１.26(土)

リサイクル市ではなく、必要としている高齢者や障がいをもつ方々に使っていただくとこ
ろがよいと活動の趣旨をご理解くださり札幌に限らず、送料を負担して群馬県や東京都など
から寄贈してくださる企業があり、個人ボランティアの皆さんも、周りの高齢者などにお届
けくださっています。本センターのホームページをご覧になりお問い合せいただいた企業や
個人も増え、とても感謝しております。

今回は、企業・団体27件、14個人から善意をお預かりし、総数2,521本となりました。
第１回目の配布を12月28日に実施し、高齢者や障がいをもたれた方、社会福祉施設に入所さ
れている方々などに新しいカレンダーで新年を迎えていただくことができました。今回で13

年目になる活動ですが、これからもできるだけ年内配布を心がけていきたいと思います。
今年も12月１日から2014年分カレンダーの回収を開始いたしますので、ご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。
☆ご協力いただいた企業、団体等(敬称略 順不同)☆

㈱NIPPO 渋川合材工場､富士フィルム㈱、ヘルベチカ㈱、㈱リクルート、ＪＲ北海道、清水建設㈱北海道支店､㈲オートショップ三雄、
ＮＨＫ札幌放送局、北海道開発局小樽開発建設部､北海道後志振興局小樽建設管理部、西條産業㈱､第一管区海上保安本部､幸進タイヤ店､
小樽市立松ヶ枝中学校生徒会､おたる水族館、富士ゼロックス北海道㈱小樽営業所､㈱ときわ事務器、北海道電力㈱小樽支店､北日本石油㈱小樽支店､
北海道小樽潮陵高等学校、小樽市役所､小樽市保健所、小樽野草愛好会、訪問朗読、小樽手話の会、おたる子ども劇場、個人等

「 研 修 会 」 協 力 し ま す ！

本センターでは、小樽市内の学校、企業、地域での研修会（ボランティア活動について、車椅子体験、視覚
障がいや高齢者擬似体験、ＤＩＧ研修会、クロスロード研修会、レスキューキッチンを使用した炊き出し訓練
など）への協力、また、各体験セットの貸出しを行っております。

今年度２月末現在、市内小中学校の総合的な学習の時間への協力を中心に、ボランティア団体の研修会など
合わせて16件(対象者数:568名)、ボランティア延べ37名の方とともに協力させていただきました。

ご興味をお持ちの方は、小樽市ボランティア・市民活動センター(33-5299)までご相談ください。


